
  

 

 

 

 

       ニュース１ 

  県立保健福祉大学西村ゼミ研修 

県立保健福祉大学社会福祉学科の西村教授より、

「こどもの夢サポートセンター」の事業活動につい

て説明を受けたいとの依頼があり、昨年の１２月に

引き続いて今年も、新３年生に向けての研修で、７

月１３日（水）に西村教授を含め、８名の方が研修

に来られました。 

   
 

 研修では、鈴木理事長より、「今、社会では人間

関係に悩み、生き方が見出せないなど様々な理由で

仕事につけない、学校に行けないなど、家に引きこ

もってしまう若者が増え続けている。神奈川県の中

でも横須賀市は、その人数が多く報告されている。

当、NPO 法人は、自分は何をしたいのか、どう生

きていけばよいのかと迷っている若者に寄り添い、

応援したいということが、設立の原点になってい

る」と、こどもの夢サポートセンターの趣意につい

て説明があり、それをもとに展開されている６事業

の詳細が報告されました。 

 

その後の討議では、学生のみなさんが事前に事業

の内容を調べ、質問をまとめてきたことについて活

発な意見交換がなされました。 

社会福祉士を目指す県立保健福祉大の皆さんには、

今後も当 NPO を必要に応じて活用され、研究の一

助にしていただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

ニュース２ 

心温まるご支援に感謝 

横須賀ライオンズクラブ様と横須賀ロータリ

ークラブ様は、それぞれ歴史と伝統をもって活動

されている団体ですが、こどもの夢サポートセンタ

ーの活動に賛同していただき、毎年多額のご寄付を

いただいています。 

 令和２年には、ロータリークラブの例会に、また

今年の５月１１日（水）には、ライオンズクラブの

定例理事会に、こどもの夢サポートセンターの鈴木

理事長が出席し「横須賀市の子どもたちの状況」と

題して、当 NPO 法人の事業活動についてお話をし

ました。特に「ゆめ塾」学習支援には関心を持って

いただき、子どもたちへのおやつのご支援もいただ

きました。心より感謝申し上げます。 

    

ニュース３ 

フリースクール不登校相談会 

 ８月２０日（土）に総合福祉会館で行われた相談

会には、多くの方が来られました。 

タウンニュース、まなびかんニュース、のたろん等

街のタウン誌に夢サポの事業が掲載されたからだ

と思います。横須賀の不登校の生徒を一人でも多く

救いたいと、担当者は心を込めて受け入れています。 

夢サポ通信 こどもの夢サポートセンター 
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↑「粘土で作ったパン屋さん」 

 放課後こども教室事業 

荻野小学校で毎週月、火、水、金の放課後に、１、

２年生を対象に実施している「こども教室」です。 

前半の学習タイムでは宿題に取り組み、終わった子

はプリントチャレンジとして算数ドリルや漢字の

書き取りを行って、子どもたちにしっかり学習の力

をつけています。その後はワクワクタイムとして、 

音楽活動、読書活動、創作活動、楽しい英語、運動

（外遊び）など、講師の先生方がさまざま工夫して 

活動させているので、保護者の方々からの信頼も厚

いです。コロナの感染予防対策を講じながら、芋掘 

焼き芋大会、発表会、避難訓練など、秋の計画はめ

じろ押しです。 

 

 

            

            

←サツマイモの畑です。 

            たくさん収穫できますように 

 

  学習支援事業「ゆめ塾」 

 現在、追浜会場６名、中央会場１１名、大津会場  

１４名、浦賀会場１５名、北下浦会場４名、長井会

場４名と、合計５４名で開講しています。熱心な生

徒が多く、講師の方々も教え甲斐があるといって張

り切ります。もっと人数が増えてもいいかなと、希

望者を待っています。 

 ゆめカフェ事業 

 来店者が１０名を越える日も多く、常連さんは皆

土曜日に会っておしゃべりするのを楽しみにして

いるそうです。なによ 

り１００円のランチ 

メニューが目玉です。 

まさに、ねくすとや 

アウトリーチの利用者 

さんの居場所となって 

います。 

 

「家の掛かり付け医」 

 

（有）佐々木工業 

社長 佐々木勝さん 

 

 佐々木さんには当 NPO の正会員として設立当初

からいろいろな場面で支援をいただいている。仕事

の持ち味を生かして軽トラでの荷物の運搬、当 NPO

事務所への電気製品、家具などの提供、さらにはご

自身の会社に当 NPO を利用しているひきこもりの

方を何人もアルバイトとして採用していただいて

いる。その経験を生かしてその後一般就労につなが

った人も何人もいる。お人柄も温厚誠実で、誰から

も親しまれている。 

当 NPO の鈴木理事長とは３０年来のつきあいが

ある。理事長は佐々木さんを「家の掛かり付け医」

として頼りにしている。市内公立小中学校の仕事を

はじめ、町内会、自治会から個人宅まであらゆる困

りごとに対応している。丁寧な仕事ぶりで面倒見が

良く、頼まれてもいないちょっとしたところを無料

で修理したりもする。 

 先日も生活困窮の方の引越しの入札で、一般の引

越し企業の３分の１の見積もりを出したという。 

さらに、その方の必要な家財をあちらこちらから集

めて無料提供している。本当に頭が下がる。当 NPO

の会員の方にも、要望があれば仕事を請けてもらえ

るとの話を今回いただいた。仕事内容は、室内の床

張り、庭仕事、剪定、塀や家の解体など幅広く大方

のことは対応している。当 NPO の会員の持ち味、

力を是非活用ください。 

 佐々木工業への問い合わせ、注文がありましたら

直接佐々木さんに電話連絡してください。 

携帯 ０９０－４０５６－０４３０ 

     会 員 の 広 場 
今回の通信より、会員同士の交流に視点を置いた 

記事を掲載します。会員の持ち味を取り上げ、会員

同士の交流が生まれることを期待しています。 


